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複合語を作り、ほめ詞となる」と説明され、 「豊の年」 「天の瑞物、地の豊草」 「水底豊み」 「豊秋津州」の例をあげている。また、 〈トヨム〉については「鳴り響く。トヨは擬声語でその動詞化か。 」とする。
岩波古語辞典が、音を表す擬態語を本来の意味合いとし、そ





























































































が大声で笑い興じて宴の場を寿祝するさまが作者には鮮明に思い描かれている。 「豊の年」 ぐ「豊の宴」には、こうした笑い声 響き渡ることが必要だった。それは、日常の文化の秩序を超越して荒々しい自然の野生に回帰することでもあった。宴の重要な意味のひとつはその点にある。
もちろん接頭語的な〈トヨ〉には、具体的な意味や感覚を失

































を、 「乃ち天に参上る時、山川悉に動み、国土皆震りき と表し、それに対してアマテラスが「聞 驚」いた ある。だから「動」はまずは音響をいう。ただその「動」は「震」と もに現れているよう 、震動する感覚ともつながって る。そはアマテラスの秩序が崩壊 世界が荒ぶる野生 凌駕される危機を表している。
荒れすさぶスサノヲの勝ちさびによって世界がさらに深刻な
みかしこ











伏せて踏み登抒呂許志、神懸 為て、胸乳を掛き出で裳緒を番とお登に忍し垂れ」 る狂態によって、再生へ 動いた。そこにも 「高
とよ
わら
天の原動み 」八百万 神の「咲ひ」が響き渡っていた。古事記の〈動ミ〉揺らぐ世界は、こ ように世界の死と再生の境界に出現している。
こうした動きの感覚を持つトヨム世界は、多くの場合、視覚
的な感覚を伴っ 表出される。 「山辺響みて往く水」の音は白波を立てて泡立ち流れる映像を当然あわせもっ いる。雁 音鳴り響く入江には、数知れぬ雁の群 が羽を広げ 広がり膨らみ飛び翔ける映像が想起さ ているはずで 。雷神 鳴動に、空を切り裂く閃光を思い描くのは自然な経験的事実である。海の底から響いてく 波音は、揺れ動く白波と不可分である とは、その類歌に 「大海の磯もと すり立つ 」 （万一二三九）
揺らぎ響む大地
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された玉箒を手に取ると、箒の玉が揺れ動き それにつれて自らの「玉の緒」 （生命力）も揺れ動く心地がす と うよ に解すべきであ 。もちろん「ゆらく玉」 は光と音 動きとともに感じられているはずである。
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縛のない開放感を基本とする。 そこから 「食物豊けく足 はす」（肥前国風土記）のように、たっぷりとした量感を表す用法を経て、今日一般の「物が豊富で満ち足りている」という意味に広がっていった。注（１）西郷信綱『日本の古代語を探る』（２）佐竹昭広「光と音」 『国 国文』第二二巻八号（３）渡瀬昌忠「人麻呂歌集略体歌の和訓漢語と和風義訓熟字」『万
葉集研究』第十六集
（４）稲岡耕二 「玉響」 「玉垣入」 はタマカギルか」 『論集上代文学』
揺らぎ響む大地
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第二十六冊
（５）三浦佑之「ゆら」 『古代語誌〈古代語を読むⅡ〉 』（６）土橋寛『古代歌謡と儀礼の研究』（７）内田賢徳「百合と風」 『大美和』第一二二号
（さかもとまさる・本学教授）
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